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1．全国市長選挙の実施（3 月 8 日最高選挙管理委員会記者会見） 

 3月 3日、全国市長選挙及び中米議会選挙が行われ、同 8日に最高選挙管理委員会より発表され

た公式結果は以下のとおり。 

（１）全国市長選挙 

 政党別獲得市長ポスト数（全44市長ポスト中） 

 ・新思想党（NI）：26市長ポスト 

 ・NI－民主革命党（CD）連合：2市長ポスト 

 ・国民のための大連合（GANA）：6市長ポスト 

  ・国民団結党（PCN）：4市長ポスト 

 ・キリスト教民主党（PDC）：4市長ポスト 

 ・国民共和同盟（ARENA）：1市長ポスト 

 ・団結力党（FS）：1市長ポスト 

（２）中米議会議員選挙（全20議席） 

 ・新思想党（NI）：13議席 

 ・国民共和同盟（ARENA）：2議席 

 ・ファラブンド・マルティ民族解放戦線（FMLN）：2議席 

 ・国民団結党（PCN）：1議席 

 ・キリスト教民主党（PDC）：1議席 

 ・国民のための大連合（GANA）：1議席 

 

 

 

 

 

1. ミラ外務副大臣の第 8 回 CELAC 首脳会議出席（2 月 29 日及び 3 月 1 日付外務省プレスリリー

ス） 

3月1日、ミラ外務副大臣は、セントビセント及びグレナディーン諸島で開催された第8回ラテン

アメリカ・カリブ諸国共同体（CELAC）首脳会議に出席、CELACが、現在の多様な課題に対応する

ための、一つのまとまりとしてのプラットフォームを構築していること、ラテンアメリカとカリ

ブ及び域外パートナーの対話役として重要な役割を有する旨強調した。更に、ブケレ大統領のイ

ニシアティブによる治安改善やガブリエラ大統領夫人による幼児教育の事例をCELACの国々に共有

する意思があると述べた。また、2月29日には、本件首脳会議の枠組みで、アルゼンチンのサオレ

ス外務副大臣およびホンジュラスのセラヤ外務副大臣と会談した。 

 

2．ドラゴンボール作者鳥山明氏の逝去に対する哀悼メッセージの発信（3 月 8 日付ブケレ大統領

SNS 及び外務省プレスリリース） 

 3月 8日、エルサルバドル政府は、日本時間 3月 1日に逝去したドラゴンボールの作者である鳥

山明氏に対して、「エルサルバドル政府は、エルサルバドル外務省を通じて、ドラゴンボールの

生みの親であり、著名な芸術家である鳥山明氏の逝去を深い悲しみとともに追悼します。この取
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り返しのつかない喪失を前に、我が国は、同氏によるマンガ界とポップカルチャーに対する計り

知れない貢献を認識します。彼の象徴的な作品は、数世代にわたるエルサルバドル国民に影響を

与え、芸術家たちにインスピレーションを与えるとともに、世界中の何百万人もの読者や視聴者

を魅了してきました。 彼の功績はファンの心とマンガの歴史の中で生き続けます。私たちは彼の

家族、友人、そして日本国民と政府に心から哀悼の意を表します」とのメッセージを発信。 

 

3. ハイチ情勢に関するブケレ大統領の SNS発信 

 3月9日、ブケレ大統領は、「X」ユーザーからの「ハイチは残虐なギャングの手により崩壊し

た」とのメッセージに反応する形で、「我々は解決できる（We can fix it.）。しかし、それに

は国連安全保障理事会の決議と受入国側の同意、そしてそのミッション派遣のためのあらゆる経

費がカバーされることが必要」と英語で投稿した。 

 

4．米国南部国境でのエルサルバドル人移民死者数（3月26日付ラ・プレンサ・グラフィカ紙） 

(1)3月18日、米国の税関・国境取締局（CBP）は、南部国境越えにおける移民の救出・死者数を発

表、不法に米国・墨国境を超えようとして死亡したエルサルバドル人は、2018年から2022年の５

年間で年毎に8人、7人、2人、19人、24人の計60人に上り、拘束・死者数が低下した新型コロナ禍

後に増加した。 

(2)2022年の総死者数895人のうち、エルサルバドル国籍者は24人で、これはメキシコ（415人）グ

アテマラ（95人）、ホンジュラス（62人）に次ぎ4番目。なお、244人は国籍が判明していない。 

 

5. ハーグ送達条約への加盟（3月21日付外務省プレスリリース） 

 3月21日、当国外務省は、「民事又は商事に関する裁判上及び裁判外の文書の外国送達における

送達及び告知に関する条約」（ハーグ送達条約）へのエルサルバドルの加盟を、本条約の寄託国

であるオランダの外務省にて発表した。 

 

6. 中国の中米議会の常任オブザーバー加盟式（3月22日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

3月22日、Zhang Yanhui当地中国大使はエルサルバドル国立図書館（BINAES）にて行われた中国

の中米議会オブザーバーの加盟式にウジョア副大統領とともに出席、本加盟式には、18名の各国

中国大使もバーチャル形式で出席した。 

 

7. 国際原子力機関（IAEA）に対するエネルギー部門における平和的な原子力利用に関する「法

的文書」の提出（3月23日付ディアリオ・エルサルバドル紙） 

 3 月 23 日、ミラ外務副大臣がグロッシー国際原子力機関事務局長（IAEA）に対し、エネルギー

分野における平和的な原子力利用に関する「法的文書」を提出した。ブケレ大統領は、グロッシ

ーIAEA 事務局長の同文書提出に関する SNS を引用し、エルサルバドルは原子力の利用を進めてい

る（El Salvador is going nuclear）と発表した。 

 

8. 韓国による対エルサルバドル港湾支援（3 月 8 日及び 3 月 25 日付ディアリオ・エルサルバド

ル紙） 

(1)3月 4日の週、韓国海洋水産省及びデヨン・エンジニアリング(Daeyoung Enginieering)社の専

門家がエルサルバドルを訪問し、ラ・ウニオン港への造船所設置および操業可否にかかる実行可

能性調査を実施。 

(2)3月 18日の週、アンリケル・エルサルバドル港湾空港運営委員会(CEPA)総裁は、韓国輸出入銀

行(Exim Bank)からの派遣団との面会を実施。3年前から行われてきている CEPA と韓国 Exim Bank

の間のアカフトラ港のキャパシティ拡大のための必要資金約 3 億 5,000 万ドルの融資交渉が進展

中であり、右資金により、エルサルバドルの国際貿易取引の 53%を動かすアカフトラ港に新たな

桟橋を建設するなどして水域部分及び陸域部分双方を拡張する狙い。拡張された場合には同港の

年間コンテナ輸送キャパシティは現状の 28万 TEUから 80万 TEUに引き上げられる見込み。 

 



 

 

 

1. 5,689 ビットコイン（BTC）のコールド・ウォレット移動（3月 14 日付エル・ムンド紙） 

3 月 14 日、ブケレ大統領は自身の公式 SNS「X」において、5,869 ビットコイン（BTC）（約 4 億ドル相当）

をコールド・ウォレット（注：インターネットに接続せずに暗号資産を保管するウォレットであり、外部からの

不正アクセスやウィルス感染等のリスクを大幅に下げることが可能）に移す旨発表した。なお、エルサル

バドル政府の BTC保有量は、ブケレ大統領の SNS発信により 2,864BTCと推定されていたが、今回の同

大統領の発信は右推定保有量を大きく上回るものであった。 

 

2．トルコ企業とエルサルバドル政府間のアカフトラ港及びラ・ウニオン港のコンセッション契

約に係る覚書の署名（3 月 21 日付ラ・プレンサ・グラフィカ紙） 

(1)トルコのイルポート社（YILPORT Holding）は、同社の属するイルディリム・グループ

(YILDIRIM Group)の 2023年年報にて、2024年の第一四半期にアカフトラ港およびラ・ウニオン

港の使用に係る 100年のコンセッション契約を結ぶべく、エルサルバドル政府との間で覚書に署

名した旨を公表。 

(2)アンリケル CEPA総裁は、当地主要討論番組「Frente a Frente」内でイルポート社とのアカフ

トラ港のコンセッション契約の可能性について直接問われた際に、CEPAはどんな考えにも固執せ

ず、エルサルバドルにとって、生産性および投資誘致の観点から見て、最も都合の良いものを選

ぶ旨回答。 

(3)イルポート社は、2004 年にトルコで誕生した港湾運営大手であり、現在、エクアドル(ボリバ

ル港)、ペルー（パイタ港）、グアテマラ（ケツァル港）の中南米 3 か国を含む世界 12 か国で 24

の港と 7のドライポートの運営に携わっている。 

 

3．2023 年 GDP 成長率の発表（3 月 22 日付中銀プレスリリース） 

2023年の当国の GDP成長率は 3.5%（340億 1,562万ドル（前年比 20億 2,670万ドル増））を記録

し、GDPを構成する 19の経済活動セクターのうち 17のセクターで大幅なプラス成長が見られ、中

でも建設部門が 17.9%、電力部門が 14.6%、専門・技術サービス部門が 11.1%と伸長した。公共・

民間投資、観光業、さらには外需の回復による輸出の増加が柱となり、2024 年の GDP 成長率は

3.0%から 3.5%の見通しである。また国際的な原油価格の落ち着き、さらには当国の発電構成の多

様化による電力コストの低下維持の期待から、2024年のインフレ率は 0.5%から 1.0%の見通し。 

 

4. 貿易総額 

・2023 年の輸出総額は 64 億 9,810 万ドル（前年比 8.7%減）。輸入総額は 156 億 4,830 万ドル（前

年比 8.5%減）となった。 

 

（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

経済 

2019 2020 2021 2022 2023

輸出 5943.32 5030.1 6628.75 7,115.10 6498.1

輸入 12017.6 10593.7 15075.92 17108 15,648.30
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（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

5．貿易収支額・郷里送金・外貨準備高・公的債務残高 

・2023年の貿易収支額はマイナス 91億 5,020万ドルとなり、前年より赤字額が 8億 4,270万ドル

縮小した。 

・2023 年の郷里送金額は 81 億 8,180 万ドルとなった。そのうち米国からの送金は全体の 93.0%

（76億 620万ドル）を占めた。 

 

 

 

 
                              （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
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輸出総額 531.1 506.6 507.2

輸入総額 1251 1277 1229

貿易収支 -720 -771 -722
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（エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

5. 金利・インフレ率 

・2023 年のインフレ率はプラス 1.23%であった。また 2022 年のインフレ率はプラス 7.32%であっ

た。2022年の失業率は 5.0%であった。 

 

 
                                （エルサルバドル中銀データをもとに作成） 

 

2019 2020 2021 2022 2023

金利（1年未満） 6.61 6.77 6.19 6.35 7.53

金利（1年以上） 9.54 9.24 8.84 9.75 10.6

インフレ率 -0.004 -0.09 6.11 7.32 1.23

失業率 6.3 6.9 6.3 5
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